
府
予
算
案

府
庁
の
Ｗ
Ｔ
Ｃ
へ
の
移
転
で
、
経

済
活
性
が
は
か
ら
れ
る
か
の
よ
う
な

報
道
や
、
好
意
的
な
報
道
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。
が
、
こ
れ
ま
で
に
も
歴

代
の
府
政
・
知
事
が
「
関
空
が
で
き

た
ら
」
「
湾
岸
ベ
イ
エ
リ
ア
」
が
大

阪
経
済
を
活
性
化
す
る
と
言
っ
て
す

す
め
て
き
た
「
大
型
公
共
事
業
」
の

数
々
。
そ
の
結
果
は
す
で
に
、
明
ら

か
。マ

ス
コ
ミ
も
使
っ
て
の
府
庁
移
転

の
一
〇
五
億
円
計
上
は
、
、
大
阪
こ

わ
し
の
第
一
歩
で
す
。

大
型
開
発

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
推
進

①
箕
面
森
町

３
４
２
億
円

②
彩
都
（
箕
面
・
茨
木
）
１
０
０
億

円③
新
名
神
（
高
槻
～
茨
木
～
箕
面
）

２
１
１
億
円

な
ど
、
９
事
業
に
今
後
１
５
２
５
億

円
執
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

大
型
開
発
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
関
西
財

界
の
要
望
を
聞
い
て
、
進
め
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

一
方
、
私
学
助
成
削
減
４
０
億
、
府

営
住
宅
減
免
制
度
見
直
し
で
１
４
億
、

医
療
費
負
担
助
成
削
減
、
休
日
・
時

間
外
救
急
診
療
の
自
己
負
担
加
算
な

ど
、
府
民
に
は
容
赦
な
い
切
り
捨
て

で
す
。

府
予
算
に
占
め
る
割
合
が

19
％
に
落
ち
込
む
教
育
予

算
（
案
）

11
分
野
に
分
か
れ
た
部
局
別
予
算

の
中
で
、
ダ
ン
ト
ツ
・
最
大
の
削
減

額
が
、
教
育
予
算
で
す
。
「
学
力
の

向
上
へ
施
策
大
幅
拡
充
」
（
朝
日
）

と
報
じ
ま
し
た
が
、
そ
の
中
身
は
、

「
切
り
捨
て
教
育
日
本
一
」
と
、
金

に
モ
ノ
を
言
わ
せ
た
知
事
に
よ
る
教

育
介
入
・
支
配
を
露
骨
に
推
進
す
る

も
の
で
す
。

（
2
面
に
続
く
）

教 え 子 を 再 び 戦 場 に 送 る な ！

２００９年３月１３日

NO、４３２
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そ
の
一

・
教
育
専
門
員
制
度
廃
止

・
私
学
助
成
削
減

・
旅
費
予
算
削
減

08
年
度
比
、
88.7

％
と
な
る

削
減
。
日
当
・
旅
行
雑
費

の
廃
止
、
宿
泊
料
の
減
額

と
食
事
代
の
カ
ッ
ト
。
出

張
し
た
く
て
も
、
旅
費
が

出
な
い
事
態
が
昨
年
以
上

に
生
ま
れ
る
可
能
性
大
。

額
は
左
の
と
お
り

○
小
学
校
（
／
人
）

２
３
９
２
０
円

08
年
度
比
３
２
８
０
円
減

○
中
学
校

３
５
８
５
０
円

08
年
度
比
５
０
２
０
円
減

・
部
活
動
旅
費
も
大
幅
削
減

前
年
と
比
べ
約
千
二
百
万
削
減
。

・
「
い
じ
め
・
不
登
校
問
題
行

動
対
策
」
の
約
二
億
七
五
〇
〇

万
円
の
削
減

・
警
備
員
配
置
等
の
予
算
補
助

を
減
額
し
、
2
年
限
度
の
交

付
金
化

そ
の
二

・
「
習
熟
度
別
指
導
」
推
進

・
「
お
お
さ
か
学
び
舎
事
業
」

「
大
阪
教
育
ゆ
め
基
金
」
の
立

ち
上
げ
。
09
年
度
10
億
円
、
3

年
間
で
約
30
億
円
。
「
ま
な
び

や
事
業
」
で
は
、
小
中
学
校
の

放
課
後
学
習
の
推
進
「
上
位
層

の
成
績
ア
ッ
プ
を
ね
ら
う
」
と

知
事
が
公
言
し
て
い
ま
す
。

・
市
町
村
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業全

国
学
テ
で
「
明
ら
か
と
な
っ

た
課
題
解
決
に
む
け
て
」
と
し

て
、
「
積
極
的
に
と
り
く
む
市

町
村
の
小
中
学
校
」
を
支
援
す

る
も
の
で
す
携
帯
ゲ
ー
ム
機
活

用
や
、
授
業
改
善
と
し
て
モ
デ

ル
授
業
や
授
業
評
価
導
入
な
ど
、

特
定
の
教
材
や
教
育
方
法
を
お

し
つ
け
、
「
学
力
テ
ス
ト
」
対

策
を
す
す
め
る
も
の
。

・
府
立
高
校
10
校
に
特
定
し
た

「
進
学
指
導
特
色
校
」

そ
の
三

・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
プ

ラ
ザ
4
ブ
ロ
ッ
ク
開
設
し
、

授
業
力
向
上
指
導
員
に
よ
る

学
校
訪
問

・
「
将
来
の
管
理
職
と
な
る
教

員
の
養
成
」
を
ね
ら
う
「
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
養

成
研
修
」

２
億
５
０
０
０
万
円

特
徴

そ
の
一

教
育
予
算
総
額
２
０
１
億
円
削
減

公
教
育
縮
小
予
算

そ
の
二
格
差
社
会
を
拡
大
す
る
教
育
「
学
力
テ
ス
ト
体
制
づ
く
り
」

そ
の
三
学
校
教
育
・
教
職
員
へ
の
介
入
と
管
理
統
制
の
徹
底
予
算



老
朽
化
し
て
、
建
て
替
え
を

検
討
し
て
き
た
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
。
市
は
、
2
万
食
を
こ
え

る
巨
大
な
給
食
セ
ン
タ
ー
を
こ

れ
ま
で
計
画
し
て
い
ま
し
た
。

全
教
豊
中
は
、
こ
の
間
、
学

校
給
食
を
考
え
る
市
民
団
体
と

共
同
し
て
、
安
全
で
安
心
し
て

食
べ
ら
れ
る
、
そ
し
て
、
可
能

な
限
り
自
校
調
理
方
式
の
学
校

給
食
を
と
署
名
活
動
や
学
習
を

す
す
め
て
き
ま
し
た
。
対
市
交

渉
で
も
学
校
給
食
の
問
題
を
取

り
上
げ
て
き
ま
し
た
。

市
は
、
3
月
、
「
（
仮
称
）

豊
中
市
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

基
本
計
画
」
（
素
案
）
を
出
し
、

市
民
な
ど
か
ら
の
意
見
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

意
見
募
集
期
間

３
月
２
日
（
月
）
～

３
月
23
日
（
月
）

ま
だ
、
用
地
が
決
定
し
て
い

な
い
と
し
つ
つ
、
建
て
替
え
パ

タ
ー
ン
を
4
つ
示
し
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
、
中
心
と
な
る
「
給

食
セ
ン
タ
ー
」
案
で
す
。
概
算

事
業
費
と
し
て
食
数
の
試
算
を

６
０
０
０
食
～
1
万
３
５
０
０

食
を
試
算
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
大
好
き
な
給

食
を
、
も
っ
と
身
近
に
し
て
い

く
た
め
に
声
を
届
け
ま
し
ょ
う
。

（
素
案
）
は
市
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

20
回
を
迎
え
た

青
年
フ
ェ
ス
タ

箕
面
に
七
〇
〇
人

集
う

2
月
21
日
・
22
日
と
箕
面
観

光
ホ
テ
ル
で
青
年
フ
ェ
ス
タ
が

今
年
も
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

府
下
各
地
域
か
ら
青
年
教
職
員

が
集
ま
り
ま
し
た
。

「
ズ
ッ
コ
ケ
シ
リ
ー
ズ
」
の

那
須
正
幹
さ
ん
の
講
演
。
青
年

が
学
び
、
交
流
し
あ
っ
た
分
科

会
、
そ
し
て
、
2
日
目
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
興
味
の
あ
る
実
技

講
座
に
参
加
し
て
、
明
日
か
ら

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
え
ま
し
た
。

豊
中
か
ら
も
た
く
さ
ん
参
加
。

北
緑
丘
の
北
村
建
一
さ
ん
が
分

科
会
で
報
告
し
ま
し
た
。

来
年
も
、
箕
面
観
光
ホ
テ
ル

で
開
催
の
予
定
で
す
。
実
行
委

員
も
大
募
集
で
す
。

豊
中
の
学
校
給
食
が
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
！

市
が
「
新
給
食
セ
ン
タ
ー
基
本
計
画
」

（
素
案
）
の
意
見
募
集



国
旗･

国
歌
法
制
定
（
99
年
）

後
、
全
国
的
に
も
ほ
と
ん
ど
の

学
校
で
掲
揚
・
斉
唱
す
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
と
り
わ

け
東
京
な
ど
で
は
教
職
員
を
処

分
で
脅
し
て
「
日
の
丸
」
に
向

か
っ
て
起
立
さ
せ
、
「
君
が
代
」

を
斉
唱
・
伴
奏
さ
せ
る
強
制
が

つ
づ
い
て
い
ま
す
。

憲
法
19
条
は
「
思
想
及
び
良

心
の
自
由
は
、
こ
れ
を
侵
し
て

は
な
ら
な
い
」
と
明
記
。
国
旗
・

国
歌
法
の
審
議
に
あ
た
っ
て
政

府
は
、
「
国
旗
の
掲
揚
等
に
関

し
義
務
付
け
を
行
う
こ
と
は
考

え
て
お
ら
ず
」
（
小
渕
恵
三
首

相
＝
当
時
）
と
答
弁
し
て
い
ま

す
。
「
強
制
な
し
」
が
「
日
の

丸
・
君
が
代
」
問
題
の
原
則
で

あ
る
こ
と
は
明
白
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
新
し
い
学
習
指

導
要
領
に
は
、
音
楽
で
、
ど
の

学
年
で
も
「
君
が
代
が
歌
え
る

よ
う
に
指
導
す
る
よ
う
」
と
さ

ら
に
踏
み
込
ん
だ
内
容
に
な
っ

て
い
ま
す
。

お
し
つ
け
は
し
な
い
と
言
い

つ
つ
、
学
校
現
場
で
子
ど
も
た

ち
に
一
歩
一
歩
、
押
し
付
け
を

強
め
よ
う
と
し
て
き
て
い
ま
す
。

「
日
の
丸
・
君
が
代
」
に
つ
い

て
は
、
何
が
何
で
も
徹
底
さ
せ

よ
う
と
い
う
政
府
・
文
科
省
の

意
図
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会

開
会
時
な
ど
に
目
に
す
る
「
日

の
丸
・
君
が
代
」
。
「
何
と
も

思
わ
な
い
」
と
い
う
国
民
が
多

い
の
も
事
実
で
す
が
、
侵
略
戦

争
の
記
憶
と
結
び
つ
い
た
「
日

の
丸
」
や
天
皇
制
を
た
た
え
る

「
君
が
代
」
に
つ
い
て
、
賛
成

で
き
な
い
人
が
い
る
こ
と
も
事

実
で
す
。

ま
た
、
学
校
に
は
外
国
籍
の

子
ど
も
や
宗
教
上
の
理
由
で

「
た
た
え
る
」
歌
を
歌
わ
な
い

と
い
う
子
ど
も
も
い
ま
す
。

卒
業
式
で
何
が
何
で
も
「
日

の
丸
・
君
が
代
」
を
も
ち
こ
む

こ
と
は
お
し
つ
け
に
ほ
か
な
り

ま
せ
ん
。

「
日
の
丸
・
君
が
代
」
問
題

で
全
教
豊
中
は
3
月
3
日
、
市

教
委
義
務
教
育
課
に
申
し
入
れ

を
し
ま
し
た
。

「
日
の
丸･

君
が
代
」
お
し
つ

け
前
は
、
児
童･

生
徒
主
体

の
卒
業
式
が
あ
っ
た
！

豊
中
で
も
十
年
ほ
ど
前
ま
で
は

「
日
の
丸･

君
が
代
」
の
な
い
卒
業

式
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
、
ど
の
よ

う
な
卒
業
式
を
す
る
の
か
を
議
論

を
し
、
実
行
委
員
会
な
ど
も
つ
く
っ

て
、
子
ど
も
た
ち
が
主
体
・
主
人

公
と
な
る
卒
業
式
を
そ
れ
ぞ
れ
の

学
校
が
考
え
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
卒
業
式
で
の
「
君
が

代･

日
の
丸
」
が
一
方
的
に
お
し
つ

け
ら
れ
て
以
降
、
式
次
第
の
中
に

「
国
歌
斉
唱
」
が
入
り
、
児
童･

生

徒
が
主
体
と
な
っ
た
卒
業
式
が
め
っ

き
り
へ
り
、
〝
例
年
ど
お
り
〟
と

内
容
よ
り
も
「
形
」
を
重
視
す
る

傾
向
が
強
ま
っ
て
き
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

創
意
工
夫
あ
る
卒
業
式
を
お
こ

な
い
、
内
容
豊
か
な
教
育
実
践
を

広
げ
る
た
め
に
も
「
日
の
丸･

君
が

代
」
の
何
が
問
題
な
の
か
引
き
続

き
、
学
習
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

卒
業
式
で
の
「
日
の
丸･

君
が
代
」
に
つ
い
て
考
え
る

子
ど
も
が
主
人
公
の
卒
業
式
を
「
強
制
」
Ｎ
Ｏ
！

申し入れたおもな内容

〇卒･入学式で、憲法に保障された思想･信条及び

内心の自由の保障するため、「日の丸･君が代」

をおしつけないこと。

〇卒･入学式は学校の教育課程に属するものであり、

学校の自主性を尊重すること

〇外部のものが暴力や威圧によって強制すること

は断じて容認できないことであり、毅然とした

対応をすること。


